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ソコンを使用しますが、操作するのは人です。当
社の CADオペレーターがお客様の求める製品を
プログラムするセンスは抜群です。また、木材加
工の現場においても機械を使用していますが、操
作するのは人です。当社の社員は正確に操作する
微妙なタイミングなどの感覚に優れています。
　プレカット製品は品質が良いことが当たり前で
すが、より高品質な製品である前提として、当社
が日々努力を重ね培ってきた「対応力」が会社の
財産となっており、取引先の方々に認めて頂いて
いる部分であると考えています。

○出荷先や木材の産地はどこですか
　～県内のみならず隣接県にも出荷～
　出荷先は県内が約６割です。県内外の住宅メー
カーや工務店が顧客であり、県外では隣接する山
形、宮城、新潟、栃木、茨城各県に向け出荷して
います。
　扱っている木材の約７割が外材です。国産材を
多く使用したいところではありますが、コストの
問題や国産の大径木が少なくなったという事情な
どから、外材が主流となっています。しかし、国
産材を普及させたい願いもあり、環境への取り組
みとして「ゼロエミッション活動」を行っています。

○ゼロエミッション活動とは何でしょうか
　～ 県主催のゼロエミッション活動コンクー
ルで優秀事業所賞を受賞～

　ゼロエミッションとは、「ある産業から出る全

ての廃棄物を他の分野の原料として活用し、あら
ゆる廃棄物をゼロにすることを目指すことで新し
い資源循環型社会の形成を目指す考え方」として
国連大学が提唱しました。福島県が主催するゼロ
エミッション活動コンクールにおいて、当社は
「優秀事業所」として表彰されました。
　プレカット加工の過程では、おがくずや端材が
出ます。端材は門柱など当社オリジナル製品に、
残りは家庭用暖房など燃料用に再利用しています。
また、おがくずは、畜産農家に引き取っていただ
き、それが堆肥となり緑化活動に使用されます。
成長した樹木はいつか原木として伐採され、プレ
カット資材となるサイクルが生まれます。

○経営理念について教えてください
　～ 創業以来、「お客様第一」と「高品質な製
品」にこだわってきた～

　当社の経営理念は、「私達は、お客様に信頼さ
れる誠実な仕事をします」「私達は、商品の品質
を高め理想の社会創りに貢献します」「私達は、
全ての協力者と相互の繁栄を願い、自信と情熱を
持って行動します」の３つです。
　１つ目と２つ目はお客様や社会に対しての行動
指針です。「お客様に信頼される誠実な仕事」と
は「商品の品質を高める」ことです。「商品の品
質を高める」ためには「お客様に信頼される誠実
な仕事」をすることで実現します。つまり、この
２つは対を成しているものです。
　３つ目は外部ではなく内部の社員に向けての指
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針です。社員、社員の家族、取引先の方々の下支
えがあって会社は成り立つものであり、３つ目の
心構えが無ければお客様に対して良いサービスを
提供することはできないと思っております。

○東日本大震災時について教えてください
　～ 直接被害は無かったものの、風評被害の
影響を受ける～

　工場や従業員の直接的な被害は幸いなことにあ
りませんでした。しかし、震災当日に納品予定の
材料が入荷せず、仕入先の宮城県の合板工場が被
災し資材が入らなくなったため、在庫がほとんど
無く、震災翌日から臨時休業を決めました。私１
人が留守番をしようと翌日出社しましたら、社員
達がすでに出社しており、設備の手入れや稼働再
開のための準備をしていました。この時は社員達
をとても誇りに思いました。
　１週間で操業再開しましたが、原発事故後の風
評被害影響は大きく、県外からの返品やキャンセ
ルが相次ぎました。現場に納入してからも、建主
が福島県で製材されたと知って返品されたことも
ありました。使用している材木はほとんどが県外
や国外産ですが、福島県の会社というだけで敬遠
され、震災後１年くらいは影響を受けました。

○今後の展望について教えてください
　～ 木の良さを知ってもらう活動で地域貢献
を図る～

　少子高齢化によって、住宅着工件数は減少して
いくことから逃れられません。そのため、在来工
法だけではなく新規事業として、３年前に２×４
事業を始めました。今後、２×４事業の更なる増
産を図っていきます。
　国の施策として住宅以外に木材を利用しようと
いう動きが出てきています。学校や高齢者向け施
設などの公共建物が想定されています。当社とし
ても木材利用促進に少しでも貢献できればと思っ
ております。
　少子高齢化が進んでいきますと、建築現場の職
人さんが高齢化していき、人手不足になっていき

ます。当社の使命としては、建築現場離れが進ん
だ若者に戻ってもらえるような取組や、木の良さ
を知ってもらう活動を行い、地域貢献できればと
考えております。木の良さを知ってもらう一環と
して、具体的にはまだ公表できませんが、当社で
は新しい事業を計画しております。「木の住宅は
いいな」と１人でも多くの方に思ってもらえるよ
うに取り組んでいきます。

【インタビューを終えて】

　社長にはプレカットとは何かについて一から
詳しく教えていただきました。社長は体力づく
りとしてフルマラソン等のロードレース大会に
出場しており、コツコツと日々努力する「長距
離ランナータイプ」の誠実な人柄がうかがわれ
ました。
　工場を見学しましたが、広い工場内に様々な
ラインがあり、整然と作業が流れていく工程は
壮観でした。また、製品にはどこの現場の、ど
の箇所で使うかを識別する記号が印字されてお
り、いわばプラモデルの超巨大版を連想しまし
た。当社工場のプレカット加工は、住宅に換算
すると月産150棟分を生産するとのことです。
　家は私たちにとって生涯で最も高価な買い物
です。品質に優れた当社のプレカット材やパネ
ル等が、今日もどこかで活用されていることを
思うと、今後も当社の製品が「最高の住宅創
り」を通して社会に貢献していくことが期待さ
れる取材となりました。 （担当：高橋）

住宅用木材について丁寧に説明する前田社長


